
2023年度第６回ＮＰＯ法人共同保存図書館・多摩理事会 

 

１ 日 時：2023 年 12 月 13 日（水） 午後 8 時 00 分から 9時 30分 

２ 方 法：ZOOM アプリを媒介にしての遠隔会議 

３ 議決権のある理事：9 名 

 出席者：座間直壯、雨谷逸枝、小池信彦、齊藤誠一、田中ヒロ、中川恭一、堀 渡 

 欠席者：清田義昭、保坂一房 

 事務局員の参加：蓑田明子 

 

（１）第１号議案 会員の動向および年度会計の現状について【報告】 

  ・2023年 12月 13日（本日）現在 

   正会員：個人 80名 2団体 賛助会員：個人 28名 2団体 計：個人 108名 4団体 

     （合計 112名・団体）  前回と変わらず 

  ・今年度の４分の３を過ぎたので、会計の現状の概略を報告しておく。 

   経常収益 

    会費：昨年度も未納の会員を除き、ほぼ納入されている。 

    寄付金：昨年度実績を超過した。 

    事業収益：ライブラリアン講座受講料完納。ブックレット収益は、昨年度実績を超過 

   経常支出 

    事業費：現在の支出状況は、概ね予算通り。ライブラリアン講座講師謝礼はこれから

支出する。ブックレット関係の経費は各号毎に異なり煩雑なため、けやき出

版からの年度末の報告を待ち、一年分をまとめて明らかにする。 

    管理費：交通費は事務所当番分及び里親本の運搬費 

    経常外費用：法人税・住民税は、納入済      

 

（２）第２号議案 第 41回多摩デポ講座 PARTⅡ「都立中央図書館の書庫と資料保全室の見学会」

の実施結果について【報告・討議】 

  ・8 月 10 日に実施した見学会は、受入定員（12 人）の関係で参加できなかった方がい

たので、都立図書館にお願いし、PARTⅡを 11 月 21 日（火）午後 2 時から 3 時 15 分

で実施した。今回は受入側の意向により書庫と資料保全室の見学だけにとどまった。

参加者は 6人（理事 3名、会員 2名、非会員 1名）。多摩地域の各図書館へのチラシ

配布も行ったが、今回は現役の図書館職員からの反応、参加はなかった。 

  ・参加者には好評だったようだが、別途、館長会や職員層と、都立図書館へ向き合う課

題を共有していく術を検討していきたい。 

 

（３）第３号議案 第１回多摩地域ライブラリアン講座の進捗状況について【報告・討議】 

   ・募集期間を 1ケ月延長し、応募があった 10名を受講者と確定。9月 8日に講座を開



始した。 

① 10 のオンデマンド講義を配信し受講者が視聴中。受講後のレポート提出締切は

12月 25日。 

    ・講座は、10講義の自主的な視聴・学習後のレポート提出が一つのヤマだが、期間

内では未提出になる者が発生しそうである。配信後に講師によるフォローなどが

必要だったかもしれない。 

・受講者の世代や図書館歴が全く違うこともあり、講義内容の受取り・反応は様々

のようだが、職員の見分を広げ啓発する機会にはなっていると思われる。 

② 講座の二つ目のヤマは、勤務する図書館で実現したい新規事業を各自が考え、そ

の企画をパワーポイントを使って説明・提案する課題である。ZOOM による全員

参加の発表会を 1月 29日に予定している。現在、企画を練り上げるワークショ

ップを三班に分かれて行っている。図書館活動と地域の現状を考えて、真剣に新

たな課題や企画を見つけ出そうとしているようだ。自ら希望して受講した方々

だけに、班内では初めて会った者同士でも率直で的確なコメントの出し合いが

ある。理事の方々も、できれば発表会は視聴してほしい。 

③ 1月 29日の発表後、各自が終了レポートの執筆に入る予定。 

 

※今回の第 1回講座について多摩デポとしての評価を行い、年度末までには次年度の

計画を議論したい。理事、事務局員には Google Classroom にアクセスでき、講義

コンテンツ等を見られるようにしてあるので、積極的に視聴してほしい。 

※(株)カーリルとは、講座開催の協力についての覚書文書を作成し、捺印し交換した。 

 

（４）第４号議案 府中市立図書館の蔵書データへのＩＳＢＮ遡及入力事業の進捗状況につい

て【報告・討議】 

  ・図書館の蔵書目録で ISBN が未記載のものに、ISBN を機械的に推定して新たに付与で

きないかという研究・および作業を（株）カーリルと共同して行っている。 

・ISBNの機械的推定結果の検証作業は、2回目となる今回からは会員等に作業ボランティア

を募って公開して行う事業にした。10人の応募（内、現役の公共図書館員は 1名）を得て

作業を行った。 

・作業締切は 11 月 18 日で、現在、調べてもらった内容を点検中。点検の後、結果を府

中市と（株）カーリルに送る。        

※送付後には、作業従事者で「ZOOM による報告と作業感想を出し合う会」を開きたい。

「多摩デポ通信」に作業者の意見・感想などを掲載、理解者を広げていきたい。この

府中市の仕事が他の自治体に拡がっていくことを期待する。（株）カーリルには、さ

らに機械的同定の精度向上を考えてもらいたい。 

 



（５）第５号議案 令和５年度東京都多摩地域公立図書館大会の取り組みについて【報告・討

議】 

・全体の日程：2024年 2月 6日～2月 8日 会場：東村山市立中央公民館 

 添付のチラシ参照。 

・2月 7日（水）午後 2時～4時の第 4分科会（担当：図書館サービス研究会）の内容

が、『市町村立図書館における TAMALAS活用の可能性』 講師：中川恭一、吉本龍

司と決まった。講演は 45分＋50分。質疑は両者合わせて 25分を想定。手話通訳あ

り。 

 ・内容は、以前の「多摩デポ実践講座」で中川が行った内容を来場する職員や市民

に再演することが中心になる。この間、TAMALASの活用実態のアンケート調査が

実施されたことや、「除籍ガイドライン」が決定されたことを盛り込む。実践講

座の時と同様、SL関係の図書目録のデータを（株）カーリルに送り、返信しても

らう実験を行う。 

 ・都立図書館の「あり方検討会報告」から既に 20年以上経過しており、この問題が

風化しかねない事態にあることを踏まえて、この間の事情説明を冒頭に置く。配

布物に、多摩デポパンフレットと館長会で決定した「除籍のガイドライン」を入

れて、分科会に来る市民との情報共有を図る。 

 ・吉本氏の演題（仮題）は、「AI時代の資料保存を考える／TAMALASの可能性」。

TAMALASを含む広範囲の関心事からの、彼の発言を期待する。 

 ・図書館当事者側から、TAMALAS活用の実情や展望についての報告が質疑の中ででも

語られるとよい。それを期待したい。 

 

   ※なお、2月 8日の第 6分科会では、「図書館サービスにおけるリスク管理」とい

う演題で中川が発表を行う。   

 

（６）第 6号議案 第 42回多摩デポ講座の企画について【報告・討議】 

・前回の理事会では、座間理事長と堀事務局長で津野顧問にお会いし、録画して話して

もらえる企画を相談する。それを配信するのを「多摩デポ講座」にできればよい、と

いうことになった。12月中にお会いすることで日程調整中。 

  ・見学会の企画として、旧大橋図書館の蔵書を保存・公開している三康図書館（三康文

化研究所付属図書館）、昨年に廃館となった自動車図書館の蔵書を引き受けて統合して

公開を始めた一般財団法人機械振興協会のＢＩＣライブラリ、立川市高松地区にある国

立研究機関の三つの専門図書館を訪ねる会という三案を検討した。港区芝地域の近い場

所にある三康図書館、ＢＩＣライブラリの見学について、年度内に計画できないかを問

い合わせることになった。 

  ・多摩地域公立図書館大会で取り上げてくれる『TAMALAS活用の可能性』については、多

摩デポでも定期的に講座を開くなどしてＰＲしていくことも今後検討する。 



   

（７）第 7号議案 『多摩デポ通信』第 66号の予定について【報告・討議】 

   ・理事長の年頭のあいさつ 

   ・顧問、津野氏へのインタビュー 

・府中市の蔵書目録の ISBN 未記載データの推定・検証作業がボランティアを交えて

始まったことの報告。作業参加したボランティアからの感想文。 

・第 41回多摩デポ講座（都立中央図書館の書庫見学等）PARTⅡの実施報告、参加者の

感想。 

・多摩地域ライブラリアン講座の経過報告 

・多摩地域公立図書館大会の紹介……参加のご案内 

・その他 （多摩デポの連絡先メールアドレスの変更の件） 

次の多摩デポ講座案内などが入れられればよい。 

※多摩地域図書館大会の周知のことがあるので、1月 20～25日頃には発行したい。 

 

（８）情報交換その他 

   ①東京都市町村自治調査会の資料室の将来構想の件 

   ・東京都下の市町村が合同で設置・運営している東京自治会館（府中市）の建替が、同

じ場所に予定されている。建替を機に現在の機能を改組、拡大する構想があり、館

内にある市町村自治調査会の資料室の充実も検討されている。特別区が飯田橋に作

っている自治情報・交流センターを参考に、市町村の行政資料がもれなく確実に集

まり、きちんと分類・整理され、それらを調べるときにあてにされる施設としたい

との意向がある。2024年度に構想検討会が立ち上げられるとのこと。注目していき

たい。 

    ②多摩デポの連絡先として使ってきた Yohoo!メールの不調と対策について 

   ・先週半ばから、突然、YAHOOのアカウントが全く使えない状態になっている。現

在、YAHOOに復旧について、問合せフォームで尋ねているが、改善されない可能性

も大きいと思われるので、多摩デポのメールでの連絡先を変更する。ＨＰ作成の

ために契約中の sakuraサーバーに乗り換える。新しいメールアドレスは、メーリ

ングリストで会員には早急にお知らせする。 

 

 【多摩デポ関係記事】 

 ・特になし 

【共同保存図書館関連論文、記事】 

   ・特になし 

 

【今後の予定】 

★ カーリルとの共同研究 定例会   12月 20日（水）午後 8時より、（Zoom会議） 



 

★ 事務局会議(2023年度第 11回)    12月 25日（月）午後 8時より、（Zoom会議） 

 

★ 次回理事会 第 7回理事会     2024年 2月 20日（火）か 27日（火）の午後 8時より

開催する予定（Zoom会議） 

    

５ 議事録署名人の選任 

  議事録署名人として 2名を選任することを諮り、雨谷理事、田中理事を選任することを全

員異議なく承認した。 

 

以上、この議事録が正確であることを証します。 

 

2023年 12月 13日 

 

議長       

 

議事録署名人   

 

議事録署名人 


